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と
あ
り
ま
す
。

　
　

ー
臼
の
自
U
は
、
人
弓
に
川

き
か
え
て
も
、
川
句
川
、
人
牛
の

Ψ
ぱ
に
け
し
ま
す
。
こ
の
間
’
い

ろ
ー
～
の
移
り
か
わ
り
か
あ
っ
た

わ

け
で
あ
り
ま
す
が
、
内
叩
、
戦

後
を
迦
じ
、
胎
代
の
町
長
、
町
議

へ
へ

ぱ
じ
め
、
1
化
η
中
諸
ー
の
細
　
バ
・
力

川
民
一
致
し
て
の
努
h
り
の
結
果
今

n
隆
々
発
展
の
途
ト
に
あ
り
ま
ナ
・

こ
と
は
、
誠
に
白
ひ
に
た
え
ま
せ

ん
a

　
り
川
り
月
ハ
仁
ー
ー
日
り
よ
、
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‖
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制
川
村
制
の
も
と
　
町
と
し
て
は

大

根
占
川
の
修
寝
に
財
政
の
多
く

を
刮
ざ
、
そ
の
後
の
ト
年
間
は
内

貼
体
制
か
ら
柊
眠
、
物
資
F
足
に

な
や
み
、
昭
和
二
ト
し
、
八
年
ご

ろ
か
ら
漸
く
建
設
、
間
発
小
業
に

力
を
入
れ
る
こ
と
か
で
き
、
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
議
会
議
長

　
：
I
J
i
　
C
－
今
日
こ
の
ご
ろ
’
大
根

占
川
の
巾
川
地
を
旧
め
ま
す
と
、

ー
け
ー
川
ら
、
こ
の
y
、
し
い
、
大

ド
一
川
に
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、
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こ
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－
－
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制
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し
て
以
来
、
乍
年
八
月
1
日

を
も
っ
r
、
、
三
ー
川
年
を
迎
え
た

わ

日
で
す
が
、
今
n
の
隆
己
と
肺

旧
を
見
う
に
〔
っ
た
こ
と
を
回
顧

し
ま
す
と
、
今
昌
の
感
に
肌
え
な

本
　
釜
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も
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が
あ
り
ま
す
。
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よ
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仲
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梨
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又
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し
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ま
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。
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し
な
か
ら
、
今
日
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大
根
占

町
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な
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し
め
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に
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す
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二
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八

年
十
月
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両

日
、
町
制
二
十
周
年
の
記
念
行
事

が
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大

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

以

来
、
オ
月
の
流
れ
る
の
は
早
い

も
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で
、
今
日
三
十
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年
の
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迎
え
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た
。

　

当
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、
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四
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、
講

和
条
約
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締
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国
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占
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制
下
か
ら
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さ
れ

祖
国
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主
独
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海
岸
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か
ら
鳥
浜
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ケ
崎
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口
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し
、
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六
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持
、
厚

ケ

瀬
線
等
の
改
修

も
実
施
さ
れ
つ
N
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。
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、
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年
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町
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各
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工
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ケ
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線
、
久
持
線
、
厚

ケ
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線
等
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改
良
を
八
六
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万
円
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単
独
事
業
で
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施

◎
塩
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、
川
ノ
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元
川
護

岸
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害
復
川
工
事
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延
長
計
二
七

七
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ー
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、
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一
一
二
六
〇

万

円
を
町
営
施
に

◎
県
営
に
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で
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鹿
屋
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佐
多
線
改
良
、
　
一
七
九

三

メ
ー
ト
ル
、
半
ド
石
河
川
護
岸

二
八
五

メ
ー
ト
ル
、
厚
ケ
瀬
谷
、

a

雛
緋
警
。
　
六

　
崩
迫
谷
の
砂
防
工
事
、
山
ノ
ロ
海

　
岸
保
安
林
防
潮
堤
九
八
メ
ー
ト
ル

等
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
港
湾
修
築

事
業
は
九
〇
〇
万
円
で
防
波
堤
九

七

メ
ー
ト
ル
の
か
さ
上
げ
が
行
な

わ
れ
、
大
根
占
港
修
築
事
業
は
こ

れ

で
一
応
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
※
高
校
県
立
移
管
の
成
功

　
　
六
日
二
十
六
U
県
教
委
で
正
式

決
定
、
十
一
月
二
十
七
＝
、
町
を

　
挙
げ
て
の
況
賀
行
事
が
行
な
わ
れ

　
ま
し
た
。

　
◎
奥
地
林
道
岩
．
氾
線
着
工

　
　
五
力
年
継
続
五
〇
〇
〇
メ
－
ト

　
ル
の
計
画
で
、
こ
の
年
、
二
二
七

　
六
メ
ー
ト
ル
六
一
六
万
円
を
県
の

委
託
に
事
と
し
て
実
施
、
九
月
二

㌘
、

、蝋よ

熟
げ
☆

十
八
日
現
地
で
起
工
式
挙
行

◎
二
十
七
年
度
か
ら
県
が
提
唱
し

た
経
済
自
立
化
運
動
の
優
良
部
落

と
し
て
鳥
浜
部
落
が
県
の
表
彰
を

受

け
ま
し
た
。

◎

こ
の
年
は
、
長
雨
が
つ
づ
き
大

部
の
農
作
物
は
不
作
で
し
た
が
、

ラ
ミ
ー
は
豊
作
、
葉
た
ば
こ
は
、

で
き
が
悪
く
、
k
l
1
1
1
1
人
’
　
1
1

九
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
’
売
上
げ

は
六
三
七
七
万
円
で
し
た
。

◎
池

田
地
区
の
畑
地
か
ん
が
い
事

業

は
、
二
八
年
か
ら
計
画
さ
れ
、

こ

の

年
、
部
落
ご
と
に
調
査
、
協

議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
が
’
こ
の

事
業

は
、
つ
い
に
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
城

元
、
鳥
浜
台
地
約
三
九
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
交
換
分
合
と
’
支
幹

線

計
二
〇
、
O
O
O
メ
ー
ト
ル
の

農
道
整
備
が
計
画
さ
れ
、
八
月
調

査
開
始
、
三
〇
年
一
月
着
工
、
一

六
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
交
換
分
合
と

杵
線
農
泊
の
整
備
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

◎

仲
之
浜
商
C
会
は
発
展
的
に
解

散
し
て
大
根
川
町
商
に
会
が
設
立

さ
れ
、
初
代
会
長
に
大
山
勝
実
氏

が
就

任

◎
台
風

五
号

　

八

月
一
七
、
十
八
日
の
台
風
五

■

号
は
猛
残
を
ふ
る
い
、
県
下
の
被

害

三
〇
億

円
と
云
わ
れ
、
本
町
で

も
家
屋
全
半
壊
、
浸
水
一
五
〇
戸

神
川
堤
防
半
壊
、
山
ノ
ロ
防
潮
堤

全

壊
、
木
炭
1
二
〇
〇
俵
流
失
、

町
の
被

害
総
額
は
六
〇
〇
〇
万
円

に
達
し
ま
し
た
。

が
、
町
民
か
ら
多
額
の
義
損
金
品

が
寄

せ
ら
れ
二
七
日
そ
の
伝
達
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

◎
四

月
に
は
議
員
、
町
長
の
改
選

が
行

な
わ
れ
、
議
日
定
数
は
こ
の

と
き
か
b
六
名
減
の
二
（
）
名
と
さ

れ
、
町
長
に
宮
里
軍
吉
氏
が
再
選

宮
里
元
町
長
な
ど
三
十
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴
れ

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

※
自
治
功
労
者
　
（
表
彰
）

　
宮
里
　
軍
吉

　
　
議
艮
一
二
年
　
助
役
四
年

　
　
町
長

五
年

六
ヵ
月

故
桑
原
盛
次
郎
　
謙
員
一
五
年
以

　
　
　
　
　
　

上

（
六
期
）

本
釜
　
芹

諏
訪
原
森
助

福毛大川長馬
園下山辺岡込

源清治盛正一
助武吉康一三

ノノ　　　〃　　　〃　　　”　　　〃　　　〃　　　〃

（
七
期
）

（
六
期
）

⌒
五
期
）

（
五
期
）

（
五
期
）

（
五
期
）

（
四
期
）

　
入
役
九
年
、

山

下
　
森
三

　
　
年

以
上

（
一
七
年
）

有

川
　
久
三
　
選
管
委
員
一
五

　
　
年
以
上

三

七
年
）

落
司
　
彦
熊
　
民
生
委
員
一
五

　
　
　
　
　
　
年
以
上

前
．
原
　
P
男

　
－
－
石
奇
　
口
だ

　
　
　
“
r
“
－
　
－
　
’
l
－

　

上
杉
　
　
℃

　
　
二
＼
．
x
j
　
　
　
　
？

　
九
ノ
Ψ
畠
　
　
　
’
n

◎
町
村
合
併
問
題

職
艮
一
年
、
収

選
管
委
員
五
年

農
業
委
員
一
五

職
員
一　　〃

六
年
tl’・

tl

年
以

上

消

防
卜］’｜

H

（一、

の

式

典

で

表

彰

　
　
収
入
役
八
年
　
助
役
二
年
半

　
税
所
　
俊
夫
　
職
員
二
三
年

※
社
会
福
祉
功
労
老

　
村
山

仲
助

民
生
委
員
、
司

　
　
法
保
護
司
等
、
忠
ま
れ
な
い

　
　
人
々
の
更
生
に
努
力
さ
れ
た

※

教
育

功
労
者

　

赤
石
　
辰
夫
　
教
師
と
し
て
本

　
　
　
町
在
職
二
三
年
半

　
四
本

ト
モ
エ
　
〃
　
1
I
V
I
年

　
勝
野

　
正
子
　
〃
　
一
＝
年

※
感
謝
状
贈
呈

町
制

施
行
当
時
の
議
員

　
坂
元
　
盛
香
　
川
越
　
再
治

　

前
田
　
直
吉
　
鳥
越
　
資
則

　
前
迫
　
平
吉
　
壱
崎
　
市
蔵

　
〃
職
員
　
　
　
福
留
　
平
吉

兀
町

長
　
　
　
　
遊
喜
半
次
郎

部
落
長
一
五
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
：
：
元
宗
太
郎

川
有
林
監
ぷ
人
二
〇
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
厚
ケ
瀬
平
蔵

交
荊
，
円
系

’

　
°
，
戊
ー
イ

　
　
　
　
　
　
　
大
山

語
兵
衛

※
納
税
優
良
部
落
　
（
表
彰
）

　
　
一
〇
年
以
ヒ
継
続
完
納

　
　
　
　
　
　
　
安

水
品
落

　
二
八
年
一
〇
月
か
ら
三
回
の
協

議
会
が
開
か
れ
、
県
は
一
〇
月
、

三

力
町
村
の
合
併
を
肋
告
し
ま
し

た
。三

＋
年

　
1
月
六
日
、
大
橋
の
製
川
所
か

b
出
火
、
大
火
災
と
な
り
ま
し
た

◎

七
月
、
役
場
の
池
川
支
所
が
開

設

さ
れ
’
職
員
二
名
が
配
置
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
廃
止
さ
れ
、

現

在
は
農
協
支
所
で
一
部
の
事
務

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
八

月
、
漁
協
で
神
川
と
松
耐
沖

に

築
磯
事
準
実
施

◎
八
月
二
十
九
川
ゴ
一
力
町
村
ム
U
併

）

の
知
事
勧
告
に
賛
成
す
る
こ
と
を

議
決

さ
れ
ま
し
た
が
’
こ
れ
は
実

現
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
岩
元
林
道

は

二
年
目
を
迎
え
、

二
〇
二

ニ

メ
ー
ト
ル
を
九
四
〇
万

円
で
施
工
、
県
単
笹
原
林
道
も
九

九
万
円
で
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

◎
大
根
占
港
は
起
工
以
来
二
一
年

こ
の
年
運
輸
省
の
検
査
が
行
な
わ

れ

ま
し
た
。
戦
後
二
三
年
工
事
再

開
以
来
の
事
業
費
五
九
九
〇
万
円

う
ち
’
町
の
負
担
は
一
八
三
六
万

円
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
一
億
円
以

上
に
達
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

◎
台
風

二
二
号

　
九

月
二
九
口
の
台
風
二
二
号
は

最
大
風
速
五
三
メ
ー
ト
ル
、
雨
量

三
五
〇

ミ
リ
で
、
住
家
の
全
半
壊

四

〇
〇
戸
、
浸
水
三
〇
〇
戸
、
道

路
．
堤
防
、
農
作
物
の
被
害
も
大

き
く
、
被
害
額
は
二
億
三
五
〇
〇

万

円
余
、
災
害
救
助
法
が
発
動
さ

れ
、
町
民
運
動
会
も
中
止
さ
れ
た

◎
十

月
、
中
央
分
団
員
の
奉
仕
で

大
根
占
小
校
庭
に
四
七
ト
ソ
容
量

の

消
防
水
槽
完
成

◎

葉
た
ば
こ
は
豊
作
で
、
五
二
二

人
’
　
1
二
六
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

八

六
七
三
万
円
の
杜
冗
上
代
金

三
十
一
年

◎
町
消
防
団
本
釜
団
長
ら
退
任
後

任
団
長
に
河
野
博
氏
任
命

◎
経
済
臼
立
化
運
動
慢
良
部
落
と

し
て
上
之
宇
都
、
県
か
ら
表
彰

◎
こ
の
年
、
防
災
営
農
が
提
唱
さ

れ
、
水
稲
の
早
期
描
倍
を
奨
励

◎
＋
月
、
教
育
委
員
が
任
命
制
と

な
り
、
委
貝
長
に
新
原
兵
助
氏
就

任◎
十

月
末
で
、
宮
堪
町
辰
病
気
の

た
め
退
任

さ
れ
、
十
一
月
遊
粁
半

次
郎
氏
町
長
に
当
選

三
十

二
年

　
1
月
二
四
n
、
神
川
橋
完
に
、

延
長

九

八

米
、
工
事
費
二
三
八
G

万
円
、
渡
り
初
め
式
行
な
わ
る
。

◎
三
月
、
助
役
に
坂
．
疋
左
武
郎
氏

選
任

◎

県

通
改
良
工
事
、
神
川
中
心
部

1110
0
メ
ー
ト
ル
1
1
1
k
i
O
”
．
山
け
’

半
下
石

の
河
川
護
岸
工
事
、
二
六

三
万

円
、
山
ノ
ロ
防
潮
堤
四
o
メ

ー
ト
ル
八
五
万
円
、
海
岸
堤
五
七

メ
ー
ト
ル
一
＝
i
七
万
円
’
い
ず
れ

も
県
営
工
事
で
完
工

◎
三
月
二
五
日
、
町
村
合
併
に
つ

き
知
事
か
ら
再
度
勧
告

◎
三
月
二
六
日
、
現
在
の
高
校
講

堂
起
工
式
、
一
二
〇
坪
、
三
六
六

万
円
◎
十
月
、
中
央
分
団
に
新
4
1
消
防

車
、
l
o
五
馬
力
　
A
ー
二
級

神

川
分
団
に
三
四
馬
力
の
動
力
ポ

ン

プ

購
入

◎

十
1
月
’
力
士
大
根
占
後
援
会

発
足
◎
葉
た
ば
こ
凹
作
、
四
九
八
人
、

【
二
〇
、
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
九
〇

八
1
万
円
’
九
千
万
円
突
破
祝
賀

会
m
囲
催
さ
れ
る
。

三
十
三
年

◎

二
月
二
十
三
日
、
初
め
て
の
町

内
l
周
駅
伝
競
争
開
催
、
池
田
校

区

青
年
団
優
勝

◎
四

月
、
失
業
対
策
弔
業
が
開
始

さ
れ
、
七
U
鍬
入
式
、
半
下
石
線

改

良
工
事
に
就
労

◎
戸
籍
法
等
の
改
正
で
戸
籍
改
製

の
事
務
開
始
さ
れ
る
。

い
六

月
か
ら
仔
豚
の
せ
り
E
場
6
8

設

さ
れ
’
三
日
第
一
回
の
市
場
で

五
二
頭
出
場

O
紅
茶

の
増
殖

す
す
み
、
塩
屋
、

烏
浜
に
二
、
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
新
植

◎
七

月
に
新
農
山
漁
村
建
設
特
別

助
成
地
域
の
指
定
を
受
け

　

三
三

年
度
事
業
は

刊
川
・
甲
原
共
同
開
こ
ん
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
神
川
河
内
林
道
五
六
九
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

　
　
五
六
万
円

宿

利
原
共
同
集
荷
所
二
U
坪
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仲
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落
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昭
和

二
十
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改
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弛
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h
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川
“
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ム
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桑
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力
円
で
役
場
ト
ま
で
の
．
氷
犀
移

小
ピ
ま
る

三
十
四
年

　
県

泊
．
改
⊥
艮
I
F
九
六
●
メ
ー
ト

ル
、

一
八

〇
〇
力

円
で
大
橋
ま
で

山
技
i
噴
も
小
字
枚
朋
ま
で
川
な

わ
る
。

◎
桜
原
の
巴
泊
二
四
八
〇
メ
ー
ト

ル
一
∵
ハ
○
力
川
－
、
〃
力
延
四
い
O

O
人
W
要
し
て
万
成

◎
二

九
午
か
ら
の
旬
川
県
即
日
道

’

R
成
、
　
l
九
四
〇
メ
－
ト
ル
、
地

几
の
．
刀
力
奉
仕
卯
こ
ハ
O
O
O
人

◎
大
択
占
港
の
修
築
目
業
再
開
さ

れ
、
防
波
堤
二
〇
メ
ー
ト
ル
を
鉦
一

q
、
1
事
費
四
五
e
万
円

」
四

月
議
貝
の
改
ば
行
な
わ
れ
、

　
疏

長
本
釜
清
、
副
議
い
に
諏
山

”
　
　
　
’
　
　
　
戊
　
　
　
t
　
　
　
ζ
　
x
＿
　
　
、

　
小
旧
川
崎

　
瀬
戸

　
川
辺

　
原
川

◎
木
子

清
彦

山
し
男

謄
吉

68

康
g
雄

　
清

‥半
ケ
石
一
二
戊
、

前
迫
　
文
哉

坂
口
不
二
郎

刊岩1．cJti落大思
歯一ト岡卜内河［「」瀬

［白栄ll清ク｝　冶健
矢造一W聞昭吉郎

中
村
三
勇
L

　
桑
原
盛
次

川
○

ぷ
山
原
権
助

昭
和
一
二
↓
1
山
ハ
年

　
　
桑
原
2
5
次
郎
死
亡

日
和
三
十
八
年
改
低

　
瀬
戸

　
包
園

Z
川
辺

　
落
河
川
越

◎
本
釜

　
長
岡
桑
原

［［　　二　　盛v’1国膵

一
　　清　　；‖5　i王召　　しk　　二入、　　戊、　　，‘f

t押前前大㍑皆赤
ト領迫園山卜汀仁
　；il
清　　　国　　　文　　　　　　　　　　冶　　　tMG　　　　杉こ　　　三

徳雄哉：c吉造二矢

中
村
三
男
ヒ

本
子
　
利
人

牧
原

清
治

原

森
助
氏
再
W
さ
れ
る
。

◎
八
日
七
日
ム
ー
1
風
⊥
ハ
‥
り
、
　
古
同
ぷ
川
の

害

人
き
く
、
k
谷
の
県
道
し
O
メ

ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
決
壊
、
川
ノ

日

海
，
1
1
、
ほ
浜
海
、
1
1
で
は
住
家
ま

で
刈

か
入
っ

た
、

◎

町
川
防
団
、
郡
抄
江
大
会
で
自

助

中
ポ
ン
プ
で
優
勝
、
県
大
会
で

も
」
位
入
／
1

◎
九
月
十
六
日
、
台
風
十
四
⑪
り
、

ユ
ハ
い
り
に
ω
軌
き
、
　
B
O
t
り
に
海
パ
川
』
川
川
巾

の
被

害
大
き
く
住
家
の
流
失
全
壊

10
戸
，
次
水
九
七
戸
で
、
消
坊
引

ぽ
小
牧
f
男
さ
ん
孜
助
作
業
中
噺

傷
を
負
う

◎
，
o
：
二
八
口
、
大
根
占
小
鉄

筋
彬
舎
の
旭
工
式
、
三
四
年
は
二

一
七
坪
を
九
六
〇
万
円
で
施
工
、

こ
れ
は
三
七
年
度
ま
で
で
完
成
、

延
八

六

斤
坪
、
四
四
〇
〇
力
円
を

要
し
た
。

◎

十
一
月
、
困
民
年
金
泓
の
施
行

で
’
福
4
1
年
金
の
妥
付
事
務
始
ま

る◎
公

営
住
宅

二
〇
戸
を
四
九
〇
万

円
で
建
設

三
十
五
年

◎
営
林
習
の
新
庁
爪
口
“
洛
成
、
　
一
六

〇

汁
、
L
事
費
一
〇
〇
〇
刀
円

◎
鳥

浜
海
岸
の
護
B
川
ド
事
、
　
1
I
I

八

メ
ー
ト
ル
、
1
0
0
0
万
円
で

着
工
、
山
ノ
ロ
海
岸
も
　
五
・
ハ
メ

－
ト
ル
、
六
二
八
万
円
で
施
r

◎

剤
余
L
場
建
設
な
ど
新
農
村
建

山

“
事
業
九
W
、
　
五
八
｛
ハ
万
円
で
ら
九

成◎

遊
臼
町
長
W
期
渦
了
、
坂
几
町

＝

て

艮
ル
叉
均
‥
レ
「
攻

呈
典
」
ー
ノ
、
　
　
戊

◎
山

ノ
［
掬
川
規
一
し
一
四
万
円

1
1
、
月
戸
吻
川
一
六
〇
〇
万
円
で
着

工三
十
六
年

冷
法

務
局
新
h
含
洛
成

◎
池

川
分
団
に
消
防
積
込
屯
、
中

央
、
神
川
分
川
に
新
型
動
力
ポ
ソ

プ

を
購
入

　　）

◎

巾
学
栓
の
生
徒
急
増
で
各
枚
の

増
築

ヒ
ニ
刀
円
で
施
上

◎
家
帝
－
U
場
の
改
準
施
、
ー

◎
町
消
防
川
、
日
本
川
防
協
ヘ
バ
か

ら
人
杉
さ
れ
る
。

　
L
］
月
、
宿
刊
原
分
川
に
、
ポ
ン

プ

積
み
込
中
購
入

　
国

民
健
康

保
険
事
業
姶
ま
る
。

三

十
七
角

◎
慰
．
・
塔
冗
成

　
1
1
1
月
二
八
n
、
除
幕
活
成
式
挙

　
行
◎
町
消

防
団
、
郡
楳
法
大
会
で
目

動

市
ポ
ノ
ブ
、
動
力
ポ
ン
プ
と
も

に
慢
肪

◎
大
根

占
小
学
校
、
池
田
小
学
校

に
給

食
実
施
、
施
設
費
四
五
〇
万

円三
十

八
年

◎
三
月
↓
1
1
1
m
k
Y
．
通
安
全
町
官
’
口

：

大
小
、
改
築
工
事
完
工

Q
大
根
占
水
川
航
空
防
除
実
施

◎

厚
ケ
瀬
橋
、
永
久
橋
に
架
稗

◎
農
業
構
造
改
善
弔
業
特
別
助
成

地
区
に
指
定
さ
れ
る
。

．

l
°

◆

、

三
＾
・
．
．
・
°
　
s
°
　
　
・
ご
タ
i
－
－
－
－
　
－
　
i
　
－
　
i
◆
　
－
e
i
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　人　口　14481人　　1仕f｝｝数　3277　（35｛F国調）

　38年9月現「1　大根占板区　6．471人　神川　3．410人

　住民登録では　池田　2401入　宿利原　1．922人

　合　計　14204人　（り19．777人　女　7．427人）

而積85．25Km2　田畑19．84Km2宅地1．41K㎡　その他63．95Km2

　田j道延長73．424m　　県1首29．474rn　　国道10．054m

　学　校、小、中各4校　児童数　小．2．363人中、1．307人
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㎜㎜㎜㎜蜘川川㎜㎜㎜㎜蜘川㎜㎜川㎜川川㎜ 　
神
川
小
学
校
の
肝
属
郡
当
育
会

の
席
上
’
村
の
教
育
方
針
を
述
べ

つ

z
、
坂
元
村
長
は
，
突
然
と
し

て
病
気
に
な
ら
れ
’
症
状
が
長
び

v
の
で
村
長
代
理
助
役
と
し
て
私

が
村
政
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
実
に
ψ
和
七
年
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
私
は
、
当
時
四
隣
の
状

況
、
諸
般
の
封
情
を
勘
案
し
、
か

つ
、
民
心
一
新
の
た
め
に
も
こ
の

際
町
制
を
施
行
す
る
こ
と
が
最
も

適

切
で
あ
る
と
考
え
、
知
事
の
認

三
一
一
一
　
　
　
　
三
一
＝
”
ニ
に

てせ寄に典盛の年周03り＄

吉軍里宮

…
町
… 長町元川川川

可
を
行
て
、
昭

和
八
隼
八
月
一

日
町
制
を
施
行

し
’
同
時
に
布

告
を
発
し
て
、

町
民

の
君
起
と

協
力
を
要
請
し

ま
し
た
。
そ
の

布
告
文
は
払
が

心
血

を
注
い
で

起
草
し
た
も
の

で
あ
り
、
た
と

え
、
文
は
ま
ず

く
と
も
、
そ
の

精
神
は
必
ず
や

町
民
の
納
得
を

得
る
に
足
る
も

の

と
自
負
い
た

し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
丁
前
に
郷
社
河
上
神

社
に
だ
‥
祭
を
行
い
、
和
山
を
奏

ヒ
し
、
午
後
は
城
ケ
崎
二
本
松
に

於

い
て
大
根
占
港
修
築
弔
業
起
に

式

が
挙
、
行
さ
れ
、
純
白
の
市
に
口

ん

だ

「
礎

石
」
を
仏
が
辻
ド
い
た

し
ま
し
た
。

　
年
と
と
も
に
新
た
な
る
を
求
め

十
年

ご
と
に
山
念
式
が
行
な
わ
れ

ま
す
が
’
そ
の
ー
一
回
け
、
時
忙

も
目
支
事
変
に
次
ぐ
大
東
亜
戦
争

で
一
切
の
行
事
は
中
止
さ
れ
ま
し

た

が
、
そ
の
と
き
私
は
町
ム
．
議
は

に
参

与
を
，
権
ね
て
お
り
ま
し
た
。

し
た
こ
と
に
感
銘
を
深
く
し
て
お

り
ま
す
。

　
私‥

は
四
十
年
の
間
　
、
町
政
に
参

画

い
た

し
、
い
ま
、
　
．
歩
く
踏

み

し
め
て
き
た
既
礼
の
足
跡
を
追

想
し
誠
に
感
慨
無
U
爪
な
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
・
ぶ
い
問
、
仏
は
如
何
な
る

胞
負
を
い
だ
き
、
経
縮
を
行
い
、

幾
何
の
成
弘
を
も
た
ら
し
た
の
か

徒
ら
に
夢
る
く
し
て
道
遠
く
、
ひ

た

す
ら
に
梅
ゆ
る
ば
か
り
で
あ
り

ま
す
。
而
L
て
、
そ
の
終
り
に
は

病
川
に
苫
し
む
．
等
、
決
し
て
打
、
し

き
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り

ま
才
り
。
μ
は
こ
の
川
に
生
ま
れ
、

こ
の
肛
に
育
ち
、
こ
の
川
の
ト
と

化
し
ま
す
が
、
今
や
代
が
川
は
、

蜘
、
．
兀
川
い
、
句
中
心
に
、
全
．
て
の
職

域

の

方
々
が
、
町
民
と
共
に
の
意

欲
圧
品
に
、
刻
れ
M
同
さ
れ
、
刈

　

第
二
回
の
記
念
式
は
、
港
湾
の

一
応
の
竣

成
、
ル
ー
ス
台
風
後
の

海
川
堤
防
の
見
と
お
し
も
つ
き
、

そ
の
浮
ぴ
の
中
に
．
町
長
の
私
に

よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
か
、
そ

の

習
．
二
十
九
年
に
は
念
願
の
高
校

川、

立

移
管
を
実
現
　
そ
の
祝
賀
行

ド
を
行
な
い
ま
し
た
が
’
こ
の
二

川
・
は
’
私
の
終
生
c
▽
れ
得
ぬ
成
心
激

で

あ

り
ま
す
e

　
今
次
は
的
三
回
の
記
念
式
晦
’
で

町
制
施

行
後
、
方
に
三
十
年
、
星

移
り
e
物
変
り
、
世
故
変
移
し
、

ま
こ
と
に
幣
，
く
ぺ
き
び
．
革
で
あ
り

ま
す
。

　
礼

：

よ
り
「
長
生
．
し
て
恥
多
し
」

と
申
し
ま
す
が
’
私
は
．
長
生
き
し

て
、
今
回
の
記
念
式
典
を
迎
え
ま

民
ま
た
そ
の
意
を
受
け
て
家
業
に

精
励
し
、
勤
険
貯
蓄
を
旨
と
し
漸

次

庁
務
に
奨
順
す
る
の
風
潮
が
醸

成

さ
れ
つ
s
あ
り
ま
す
こ
と
は
誠

に
慶
賀
に
堪
え
ま
せ
ん
。
斯
く
し

て

准
．
む
な
ら
ぽ
、
我
が
町
は
、
郡

県
に
於
け
る
雄
町
と
し
て
、
ぼ
録

と
血
目
を
保
有
す
る
に
到
る
こ
と

ま
た
疑
い
を
容
れ
ざ
る
処
で
あ
り

ま
す
。

　
町
民

の
み

な
さ
ん
、
視
和
し
て

も
と
ら
ず
’
協
同
し
て
焼
ま
ず
、

川
に
力
を
住
み
よ
き
郷
土
、
豊
か

な
村
づ
く
り
に
精
遜
さ
れ
ま
す
こ

と
は
、
心
底
か
ら
の
願
い
で
あ
り

そ

し
て
私
は
ま
た
、
余
生
を
進
み

ゆ
v
町
勢
を
第
一
の
楽
し
み
と
し

て

送

る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
み

な
さ
ん
、
私
は
本
年
七
十
六

才
、
耳
聾
し
、
歯
落
ち
て
体
力
頓

に

衰
え
て
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ

ん
。
従
っ
て
’
こ
の
次
の
記
念
式

典
な
ど
思
い
も
よ
ら
ず
’
　
k
，
1
に
貴

重
な
る
町
報
の
一
頁
を
分
借
し
て

志
を
陳
べ
’
多
年
私
に
協
力
し
、

御

支
援
下

さ
っ
た
み
な
さ
ん
に
深

厚
な
る
謝
己
を
尺
す
る
次
君
で
あ

り
ま
す
。

　
仏

の

願
い
は

只
一
つ
、
そ
れ
は

隆
々
と
し
て
進
云
ゆ
く
町
政
で
あ

り
、
町
民
の
一
層
の
幸
福
で
あ
り

ま
す
。

旺
ん

な
れ
大
根
占
町
勢

　

大
ら
か
な
れ
町
民
の
L
心
向

※
本
稿
は
、
病
床
に
あ
ら
れ
る

　
　
宮
馳
．
兀
川
艮
が
、
式
典
、
に
主

　
　
川
で
き
な
い
こ
と
を
月
常
に

　
　
残
念
と
さ
れ
’
と
v
に
祝
辞

　
　
に

か
え
て
百
せ
ら
れ
た
も
の

　
　
で
、
原
文
の
ま
S
パ
加
，
し
、

　
　
当
用
川
字
に
よ
っ
て
お
り
ま

　
　
せ
ん
。

　
　
　
°
L
｛
　
：
O
、
　
t
．
“
．
わ
ー
t
、
よ
、
　
．
　
↓
・
ぺ
．
ヒ

　
　
　
プ
オ
　
　
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
玉
イ

　
　
　
　
　
　
　
ー
s
“

　
　
職
当
拍
、
昭
川
三
十
年
に
撮

　
　
川
の
も
の
で
す
。
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